
図１：つみあがるNTTの巨額利益

2000年度 2012年度

内部留保 8兆8800億円 9兆7600億円

株主配当金 5,000円 16,000円

自社株買い ゼ　ロ 1兆9100億円

（累計金額）

　表1：2013年に比べての負担増額　　　単位：円

2015年

消費税８％
負担増

厚生年金保
険料負担増

消費税10％
負担増

～300万 57,529 4,189 95,882
～400万 70,887 6,176 118,146
～500万 78,869 7,892 131,448
～600万 87,590 9,653 145,984
～700万 95,561 11,419 159,269
～800万 101,222 13,177 168,704
～900万 110,225 14,939 183,709
～1000万 115,128 16,691 191,880
1000万～ 142,147 24,639 236,911

高齢無職世帯 78,382 *21859 130,636
 みずほ総研の試算 　　　　　　*は年金減少額

年間収入

2014年

表2：おかしいぞ 500円などの日帰り日当廃止理由

会社側の廃止理由 Ｎ関労の反論

交通手段の発達で移動時間が短

縮されている。

移動時間の短縮は実作業時間が増え過

酷になる。廃止理由とはいえない。

外食産業における価格競争に伴い
食事料の低廉化など必要経費に変
化が生じている。

価安の外食産業の進出エリアと、各作業
現場とは一致していない。社員食堂や茶
器設備の廃止で経費は増えている。

携帯電話の普及で連絡費用もかか
らなくなった。

公社時代から連絡には着信無料電話等
を利用している職場が多い。

痛
い
500
円
日
当
廃
止

日
帰
り
日
当
は
毎
月
15
日
が

支
給
だ
が
、
８
千
円
、
９
千
円

で
て
い
る
の
が
楽
し
み
だ
。
会

社
案
ど
お
り
に
な
っ
た
ら
時
給

制
で
賃
金
も
安
く
昼
食
代
が
丸
々

赤
字
に
な
る
。

こ
れ
は
、
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
で
す
。
み

な
さ
ん
も
、
あ
き
ら
め
ず
反
対

の
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

500
円
な
ど
の
日
帰
り
日
当
廃

止
の
提
案
理
由
は
、
表
２
の
と

お
り
現
実
と
大
き
く
ズ
レ
て
い

ま
す
。
所
内
系
で
も
山
間
部
で

は
悪
条
件
の
作
業
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
実
情
を
無
視
し
て

の
事
実
上
の
日
帰
り
日
当
廃
止

は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

膨
大
な
利
益
を

働
く
者
に
ま
わ
せ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
は
図
１
の
と
お
り
膨

大
な
利
益
を
貯
め
こ
ん
で
い
ま

す
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
も
、
利
益

剰
余
金
は
２
０
０
０
年
度
約
８

０
０
億
円
に
対
し
て
２
０
１
２

年
度
は
約
３
，
１
０
０
億
円
と

４
倍
近
く
も
増
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
持
ち
株
会
社
へ
の

配
当
金
は
毎
年
３
３
５
億
円
も

支
払
い
、
多
額
の
利
益
を
横
流

し
し
て
い
ま
す
。

500
円
日
帰
り
日
当
の
継
続
や

非
正
規
労
働
者
の
正
社
員
化
、

大
幅
賃
上
げ
は
内
部
留
保
の
数

パ
ー
セ
ン
ト
を
取
り
崩
す
だ
け

で
可
能
で
す
。
Ｎ
関
労
に
入
っ

て
要
求
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
ょ

う
。新

賃
金
制
度

60
歳
超
の
賃
金
保
証
を

東
日
本
会
社
等
の
51
歳
以
下

が
対
象
の
新
賃
金
制
度
で
は
、

60
歳
か
ら
の
年
収
額
300
万
円
、

400
万
円
は
経
営
環
境
の
変
化
も

あ
り
、
先
の
こ
と
は
確
約
で
き

な
い
と
会
社
は
言
っ
て
い
ま
す
。

当
初
は
30
歳
代
か
ら
賃
金
減

額
し
、
60
歳
超
の
賃
金
財
源
に

す
る
と
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

経
営
側
へ
当
然
の
責
務
と
し
て

60
歳
超
え
賃
金
財
源
の
別
会
計

化
を
強
く
求
め
ま
す
。
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今
年
は
、
消
費
税
や
厚
生
年
金
保
険
料
な
ど
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、

10
万
円
前
後
の
負
担
増
に
な
り
ま
す
（
表
１
）
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
①
ボ
ー
ナ
ス
（
特
別
手
当
）
を
基
準
内

賃
金
の
６
か
月
分
支
給
、
②
500
円
な
ど
の
日
帰
り
日
当
廃
止

案
の
撤
回
と
現
行
制
度
の
継
続
、
③
新
賃
金
制
度
（
東
日
本

会
社
等
に
在
籍
の
51
歳
以
下
が
対
象
）
の
60
歳
以
降
の
賃
金

原
資
の
別
会
計
化
に
よ
る
生
活
保
証
な
ど
を
、
春
闘
一
次
要

求
と
し
て
１
月
中
旬
に
提
出
し
ま
し
た
。

膨大な貯めこんだ利益・内部留保の還元で

ボーナス６か月分、５００円日帰り日当の継続

春
闘
一
次
要
求
提
出

あなたの悩みを
一緒に解決します

こんなことはありませんか

□突然解雇を告げられた

■残業代がもらえない

□セクハラ、パワハラを受けた

■労働時間が延長された

□有給休暇がもらえない

■賃金の支払が遅れている

など

秘密厳守
労働相談ほっとライン
03-6806-0255

13
春
闘

東
日
本
本
社
前

現
在
５
％
の
消
費
税
率
が
今
年
４
月
８

％
に
、
さ
ら
に
来
年
に
は

10
％
へ
の
引

き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
か

に
も
社
会
保
険
料
の
引
き
上
げ
や
年
金

減
額
な
ど
が
あ
り
、
家
計
の
負
担
は
増

え
る
ば
か
り
で
す
（
表
１
）
。

こ
れ
で
は
、
消
費
は
さ
ら
に
落
ち
込

み
デ
フ
レ
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
消
費
税

増
税
を
中
止
し
、
内
需
拡
大
と
社
会
保

障
を
拡
充
す
る
こ
と
が
、
景
気
対
策
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
各
人
の
能
力
に
応
じ
て
平
等
に
負

担
」
す
る
こ
と
が
税
の
原
則
で
す
。
と

こ
ろ
が
、

89
年
以
降
の
消
費
税
収
入
の

累
計
は
２
６
４
兆
円
に
た
い
し
て
、
法

人
３
税
の
減
税
額
の
累
計
は
２
４
６
兆

円
に
も
お
よ
び
、
消
費
税
収
入
の
大
半

は
大
企
業
な
ど
の
減
税
に
消
え
て
き
ま

し
た
。

低
所
得
者
層
や
年
金
生
活
者
を
直
撃

す
る
消
費
税
増
税
を
や
め
、
富
裕
層
優

遇
税
制
や
法
人
税
を
本
来
の
税
率
に
戻

す
こ
と
で
、
社
会
保
障
財
源
は
十
分
に

確
保
で
き
ま
す
。

家
計
を
直
撃

消
費
税
率
引
き
上
げ



外
勤
手
当
の
継
続
理
由

東
日
本
本
社
は
交
渉
で
外

勤
手
当
を
存
続
さ
せ
る
理
由

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
答
え

て
い
ま
す
。

外
勤
手
当
は
、
会
社
の
中

で
作
業
し
て
い
る
人
と
比
較

し
て
、
「
勤
務
環
境
や
労
働

条
件
の
は
な
は
だ
し
い
差
異

が
あ
る
と
き
」
（
社
員
給
与

規
定
よ
り
）
支
払
わ
れ
る
手

当
と
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
外
の
作
業
は
暑

さ
寒
さ
の
問
題
が
あ
る
。
夏

で
い
え
ば
身
体
の
安
全
の
た

め
に
水
分
補
給
な
ど
の
経
費

も
か
か
る
。

こ
う
し
て
給
与
規
定
で
明

記
さ
れ
て
い
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
外
勤
手
当
が
支
給

対
象
の
社
員
が
、

60
歳
超
え

契
約
社
員
に
な
る
と
外
勤
手

当
で
は
な
く
、
500
円
の
日
帰

日
当
で
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

外
勤
手
当
は

16
日
以
上
の

勤
務
で
東
京
・

85
％
地
域
で

は
約
１
万
４
千
円
が
支
払
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
お
そ
ら
く

日
帰
り
日
当
な
ら
、

20
日
間

で
も
１
万
円
の
支
払
い
で
す

む
か
ら
で
し
ょ
う
。

安
す
ぎ
る
手
当
額

と
こ
ろ
が
、
500
円
な
ど
の

日
帰
り
日
当
の
廃
止
提
案
と

一
体
の
も
の
と
し
て
昨
年

12

月
に
提
案
さ
れ
た
の
が
、

60

歳
超
え
契
約
社
員
の
外
勤
手

当
の
新
設
で
す
。

支
給
額
は
最
高
で
も
６
４

８
０
円
と
、
日
帰
り
日
当

20

日
分
・
１
万
円
の

35
％
カ
ッ

ト
の
水
準
で
す
。

作
業
実
態
に
合
わ
せ
て

支
給
す
べ
き

し
か
も
、
同
じ
仕
事
を
し

て
も
週
４
日
勤
務
以
下
の

60

歳
超
え
契
約
社
員
に
は
１
円

も
出
な
く
な
り
ま
す
。

暑
さ
寒
さ
は

60
歳
を
過
ぎ

れ
ば
体
に
こ
た
え
ま
す
。
正

社
員
と
同
額
を
作
業
実
態
に

合
わ
せ
て
、
差
別
せ
ず
全
員

に
支
払
う
べ
き
で
す
。

さ
ら
に
は
、
所
外
系
や
営

業
系
の
内
勤
者
の
外
勤
作
業

に
も
外
勤
手
当
を
適
応
す
べ

き
で
す
。

昨
年

11
月
の
記
者
会
見
で

鵜
浦
持
株
会
社
社
長
は
、
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
業
績
向
上
に
向
け
た
賃

金
改
善
と
、
そ
の
結
果
に
よ

る
業
績
向
上
を
受
け
た
賃
金

配
分
が
好
循
環
す
る
状
態
が
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
目
指

す
と
こ
ろ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
中
期
的
に
企
業
の

業
績
を
好
サ
イ
ク
ル
で
回
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
が
、
結

果
と
し
て
政
府
の
要
請
に
も

応
え
る
こ
と
に
な
る
と
思
い

ま
す
」
と
。

み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い

た
だ
い
た
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト

を
も
と
に
賃
上
げ
要
求
な
ど

を
２
月
上
旬
に
提
出
し
ま
す
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
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第
二
次
世
界
大
戦
の
大

き
な
転
機
と
な
っ
た
硫
黄

島
の
戦
い
を
ア
メ
リ
カ
の

監
督
が
日
本
軍
の
視
点
で

描
い
た
作
品
で
す
。
そ
し

て
、
こ
の
作
品
に
は
戦
争

に
正
義
な
ど
存
在
し
な
い

と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
精
神
や
文
化
が
描
け
る

の
だ
ろ
う
か
と
い
う
一
抹
の
不
安
を

持
ち
な
が
ら
観
ま
し
た
が
、
不
安
を

持
っ
た
自
分
を
恥
じ
る
ほ
ど
日
本
に

対
し
敬
意
を
持
っ
て
描
か
れ
て
い
ま

す
。物

量
に
物
を
言
わ
せ
攻
め
込
ん
で

く
る
ア
メ
リ
カ
軍
。
兵
も
武
器
も
乏

し
い
日
本
軍
は
、
極
限
の
中
で
知
恵

を
し
ぼ
り

36
日
に
及
ぶ
死
闘
を
繰
り

ひ
ろ
げ
ま
す
。
指
揮
官
の
栗
林
中
将

を
中
心
に
、
妻
に
「
生
き
て
帰
っ
て

来
る
」
と
誓
う
一
兵
卒
の
西
郷
、
理

想
主
義
者
で
元
憲
兵
の
清
水
、
精
神

主
義
の
象
徴
、
伊
藤
大
尉
、
ロ
ス
五

輪
、
馬
術
競
技
優
勝
者
の
西
大
尉
、

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
描
く
こ
と
で
太

平
洋
戦
争
が
誰
の
た
め
の
何
の
た
め

の
戦
争
だ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を

観
る
者
に
率
直
に
問
い
か
け
ま
す
。

無
駄
死
を
禁
じ
、
最
後
ま
で
生
き

抜
き
戦
う
こ
と
を
命
ず
る
ア
メ
リ
カ

帰
り
で
合
理
主
義
の
栗
林
中
将
、
伊

藤
大
尉
に
象
徴
さ
れ
る
「
死
ぬ
こ
と

は
生
き
る
こ
と
な
り
」
と
い
う
日
本

の
精
神
主
義
。
ア
メ
リ
カ
の
有
り
余

る
資
源
と
小
資
源
の
中
で
生
き
た
日

本
の
文
化
の
違
い
も
的
確
に
捉
え
な

が
ら
、
戦
争
と
い
う
も
の
の
悲
劇
や

空
し
さ
を
際
立
た
せ
ま
す
。

栗
林
中
将
が
「
こ
こ
を
一
日
で
も

長
く
死
守
す
る
こ
と
が
本
土
に
い
る

家
族
の
た
め
と
思
う
が
、
家
族
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
生
き
た

い
と
思
う
」
と
自
嘲
気
味
に
語
る
台

詞
も
印
象
的
で
心
に
突
き
刺
さ
り
ま

す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
レ
ン
タ
ル
可

（
み
）

映画紹介 37

プロがやっても多額の年金運用損失
なぜ、社員に年金運用を任せるのか

2013年12月東日本交渉

(組合)

確定拠出型年金（日本版401Ｋ）への移行理由に、

「ここ数年年金資産運用が大きく悪化、3,720億円の

積立不足が発生」とある。プロが多額の運用損失を

だしている。社員に年金運用を任せるのは無責任だ。

(会社)

年金を将来に渡って継続させていくために、確定

拠出型に変える。確定拠出型は自己責任で運用する

という冷たいイメージがあるが、①会社が倒産して

も資金が保護される、②税金が免除されるなどのメ

リットがある。

(組合)

会社提案の年利２％運用では、元本保証型の金融

商品では目標の年金額に達しない。ハイリスク・ハ

イリターンでは損失がさらに膨らむ可能性がある。

(会社)

長期で考えれば年利２％の利回りは適正な水準だ。

(組合)

そうした確信・自信があるなら会社が年金運用を

つづければいいのではないか。

硫
黄
島
か
ら
の
手
紙

06
年

ア
メ
リ
カ

◆対象者

フルタイムの60歳超え契約社員

◆対象業務

営業外勤、SO工事外勤、線路外勤

◆支給額

月額６４８０円。１か月に16日以

上、外販・外勤をした場合。

①11日以上16日未満は80％

②６日以上11日未満は60％

③６日未満は20％

◆実施時期 今年３月以降

60歳超え契約社員の

外勤手当の新設案の骨子

60
歳
超
え
契
約
社
員
の
外
勤
手
当

支
給
の
差
別
を
す
る
な

賃
金
改
善
と
業
績
向
上
の
好
循
環
を

ＮＴＴ社長が記者会見で


